
田
村
市
で
う
ま
れ
る
優
れ
た
製
品

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

商
工
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

田
村
市
で
作
ら
れ
る
優
れ
た

製
品
な
ど
を
紹
介
し
ま
す

●産業部 商工課
(82-6677

田
村
産

地域の安全安心を守る
　　　田村市消防団

消防団だより
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【
特
別
企
画
】

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
講
座

福
島
広
域
雇
用
促
進
支
援
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

 【 

共
通
事
項 

】

利
用
は
す
べ
て
無
料
で
す
。
掲
載
内
容
以
外
の
会
場
・
日
程
の
開
催
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
チ
ラ
シ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

チ
ラ
シ
設
置
場
所　
田
村
窓
口
・
各
行
政
局
・
各
商
工
会
・
田
村
市
地
域
職
業
相

談
室
ア
ル
フ
ァ

問
・
申 

福
島
広
域
雇
用
促
進
支
援
協
議
会  

田
村
窓
口（
産
業
部 

商
工
課
内
）

(
61
ー
5
5
8
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ー
5
5
8
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
…
働
き
た
い
ネ
ッ
ト
で
検
索

【
求
職
者
向
け
】

就
職
活
動
に
つ
い
て
の
悩
み
や
不
安
を

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

●
日
程　
２
月
13
日（
木
）午
後
１
時
～

●
会
場　
市
役
所
２
階 

２
０
４
相
談
室

●
定
員　
先
着
５
人
（
要
予
約
）

●
締
切　
２
月
12
日
（
水
）

就
職
相
談

▼
ケ
ミ
プ
ロ
化
成
株
式
会
社
…

１
９
８
２
年
に
有
機
化
学
工
業

薬
品
の
製
造
・
販
売
を
目
的
と

し
て
、
神
戸
市
で
操
業
を
開
始

し
、
今
年
で
38
年
目
を
迎
え
ま

す
。
全
国
に
8
カ
所
の
拠
点
が

あ
り
、
２
０
０
７
年
か
ら
は
福

島
工
場
（
滝
根
町
）
で
有
機
Ｅ

Ｌ
素
材
の
研
究
開
発
と
製
造
を

行
っ
て
い
ま
す
。
福
島
工
場
は

管
理
職
・
研
究
職
を
含
め
、
地

元
雇
用
率
が
7
割
以
上
と
積
極

的
な
地
元
採
用
を
進
め
て
お

り
、
今
後
も
高
い
技
術
力
を
用

い
た
研
究
開
発
の
推
進
と
、
さ

ら
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

イ
と
し
て
注
目
さ
れ
、
テ
レ
ビ

や
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、有
機
Ｅ
Ｌ
素
材
は
、白

熱
電
灯
や
蛍
光
灯
に
代
わ
る
照

明
発
光
源
と
し
て
も
注
目
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
さ
ら

な
る
需
要
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

有
機
Ｅ
Ｌ
素
材
が
次
世
代
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
つ
く
る

ケ
ミ
プ
ロ
化
成
株
式
会
社

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
劣
化

を
防
ぐ
紫
外
線
吸
収
剤
の
生
産

に
お
い
て
、
国
内
外
で
高
い

シ
ェ
ア
を
誇
る
ケ
ミ
プ
ロ
化
成

株
式
会
社
。

　
滝
根
町
に
あ
る
福
島
工
場
で

は
、
新
規
の
事
業
と
し
て
有
機

Ｅ
Ｌ
素
材
と
呼
ば
れ
る
発
光
材

料
の
研
究
開
発
と
製
造
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
素
材
は
有
機

Ｅ
Ｌ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
製
造
に

欠
か
せ
な
い
材
料
で
す
。
有
機

Ｅ
Ｌ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
は
省
電

力
、高
画
質
、薄
型
を
実
現
し
、

従
来
の
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に

代
わ
る
次
世
代
の
デ
ィ
ス
プ
レ

▲ケミプロ化成（株）福島工場外観

▲ケミプロ化成（株）福島工場のみなさん

特
別
企
画
と
し
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

～
私
で
も
出
来
る
！　
笑
顔
と
や
る
気
を

引
き
出
す
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
～

■
企
業
の
方
へ

今
、準
備
す
る
！　
社
内
環
境
作
り
！

■
求
職
者
の
方
へ

こ
の
時
期
だ
か
ら
就
活
に
活
か
せ
る
！

●
日
時　
２
月
24
日
（
月
･
祝
）

午
後
１
時
～
４
時
30
分

●
定
員　
１
２
０
人
程
度

●
会
場　
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

●
締
切

【
企
業
申
込
型
】
２
月
17
日
（
月
）

【
個
人
申
込
型
】
２
月
19
日
（
水
）

※
雇
用
保
険
受
給
者
で
証
明
書
が
必
要

な
方
に
参
加
証
明
書
を
発
行
し
ま
す

▲薬品を合成、精製して有機 EL
素材を作ります。

▲携帯やテレビなどの有機
EL パネルに使用されてい
ます。※イメージ

No.34

船
引
地
区
隊

　

今
回
の
消
防
団
だ
よ
り
で
は
、
船
引
地

区
隊
を
紹
介
し
ま
す
。

　

船
引
地
区
隊
は
1
月
5
日
、
出
初
式
を
行
い
、
そ
の
終
了
後
に
船

引
町
の
大
鏑
矢
神
社
で
、
こ
と
し
一
年
の
無
火
災
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

船
引
地
区
隊
長
以
下
、
約
１
０
０
人
の
団
員
が
誓
い
を
新
た
に
無

火
災
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

無
火
災
祈
願
終
了
後
は
、
引
き
続
き
消
防
団
員
に
よ
る
無
火
災
祈

願
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、
大
鏑
矢
ふ
れ
あ
い
公
園
か
ら
船
引
駅
ま
で
を

力
強
く
行
進
し
、
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

こ
と
し
一
年
の
無
火
災
を
祈
願

そ
の
他
の
活
動

▲船引地域防災訓練▲全国火災予防に伴う街頭啓発

　田村市消防団は 1 月 5 日、船引公民館で出初式を
行いました。消防団幹部や関係者約 130 人が出席し
ました。
　式では、本田市長が「昨年発生した台風 19 号をは
じめ、近年の異常気象により、大規模災害が毎年発生
している事などから、大規模災害に備えた、地域や
関係機関が一体となった防災力の強化に努め、地域の
安心、安全のため協力をお願いしたい」と訓辞。飛田
団長があいさつを述べた後、大和田市議会議長をはじ
めご来賓の皆さまから祝辞をいただきました。団員一
同、ことし一年の防火・防災への決意を新たにしまし
た。

　

船
引
地
区
隊
は
地
域
で
の
防
災
訓
練
や

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
期
間
中
に
防
火

パ
レ
ー
ド
・
街
頭
啓
発
を
し
て
い
ま
す
。

田村市消防団 出初式で防火・防災を誓う

▲▼無火災祈願パレード

体
験
型
の
就
職
活
動

１
人
15
分
程
度
の
個
別
説
明
会
で
す
。

申
込
不
要
。

●
日
時　
２
月
19
日
（
水
）

午
後
１
時
～
３
時

●
会
場　
船
引
公
民
館
1
階 

会
議
室

職
場
体
験
実
習

「
大
人
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」

説
明
会


